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民間月面探査プログラム「HAKUTO-R」ミッション 1 月面着陸について 

 

株式会社 ispace（東京都中央区、代表取締役：袴田武史、以下 ispace）は、民間月面探査プログ

ラム「HAKUTO-R」ミッション 1 のランダー（月着陸船）による、民間企業として世界初の月面着

陸を 2023 年 4 月 26 日 1 時 40 分（日本時間）に予定しておりましたが、未だ東京の日本橋にある

ミッションコントロールセンター（管制室）においてランダーの月面着陸の成否が確認できており

ません。引き続き管制室においてランダーの現状把握に向け対応を行っております。新たに状況が

確認でき次第、詳細を追ってお知らせいたします。 

  

 

 

 

■株式会社 ispace (https://ispace-inc.com/)について 

「Expand our planet. Expand our future. ~人類の生活圏を宇宙に広げ、持続性のある世界へ~」をビジョンに掲げ、月面資源開発

に取り組んでいる宇宙スタートアップ企業。日本、ルクセンブルク、アメリカの 3 拠点で活動し、現在 200 名以上のスタッフが在

籍。2010 年に設立し、Google Lunar XPRIZE レースの最終選考に残った 5 チームのうちの 1 チームである「HAKUTO」を運営し

ていました。月への高頻度かつ低コストの輸送サービスを提供することを目的とした小型のランダー（月着陸船）と、月探査用の

ローバー（月面探査車）を開発。民間企業が月でビジネスを行うためのゲートウェイとなることを目指し、月市場への参入をサポ

ートするための月データビジネスコンセプトの立ち上げも行っています。   

SpaceX の Falcon 9 を使用し、2022 年 12 月 11 日にミッション 1 のランダーの打ち上げを完了し、2024 年iにミッション２の

打ち上げを行う予定です。ミッション１の目的は、ランダーの設計及び技術の検証と、月面輸送サービスと月面データサービスの

提供という事業モデルの検証及び強化です。ミッション１で得られたデータやノウハウは、後続するミッション２へフィードバッ

クされます。更にミッション３では、より精度を高めた月面輸送サービスの提供によって NASA が行う「アルテミス計画」にも貢

献する計画です。 

ispace technologies U.S., inc. は、2025 年iiに月の裏側に着陸予定の NASA の CLPS（Commercial Lunar Payload Services）プ

ログラムに選出されたドレイパー研究所のチームの一員です。ispace と ispace EUROPE S.A. (ispace Europe) は 2020 年 12 月

に、NASA から月面で採取した月のレゴリスの販売に関する商取引プログラムの契約を獲得しました。ispace Europe は ESA の

PROSPECT（月面での水の抽出を目的としたプログラム）の科学チームの一員に選ばれています。 

 

■HAKUTO-R (https://ispace-inc.com/jpn/m1)について 

HAKUTO-R は、ispace が行う民間月面探査プログラムです。独自のランダー（月着陸船）とローバー（月面探査車）を開発し

て、月面着陸と月面探査の２回のミッションを行う予定です。SpaceX の Falcon 9 を使用し、2022 年にミッション１（月面着陸

ミッション）のランダーの打ち上げを完了し、2024 年iiiにミッション２（月面探査ミッション）の打ち上げを行う予定です。 

HAKUTO-R のコーポレートパートナーには、日本航空株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、日本特殊陶業株式会社、シ

チズン時計株式会社、スズキ株式会社、住友商事株式会社、高砂熱学工業株式会社、株式会社三井住友銀行、SMBC 日興証券株式

会社、Ｓｋｙ株式会社が参加しています。 

 
i    2023 年 4 月時点の想定 
ii   2023 年 4 月時点の想定 
iii   2023 年 4 月時点の想定 
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